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ヒトエグサ試験養殖に取り組んで

大島支庁林務水産課水産係

【背景・目的】
現在，健康志向食品として海藻の需要は高まっているが，中でもヒトエグサは，奄

美諸島では，一部の地域で養殖されているものの，生産量が少なく，需要に応じてい
ない状況にある。

そういう状況の中，沖永良部島においても天然物のヒトエグサの生育が確認され，
養殖の可能な環境であると思われることから，漁船漁業による収入が伸び悩む中，ヒ
トエグサ養殖は大きな収入源になる可能性が高い。

従って，現在，ヒトエグサ養殖が行われている徳之島からヒトエグサ養殖技術を導
入し，ヒトエグサ養殖の可能性を探る。

特に今回は，一昨年，実施出来なかった地種子の採苗を中心に行うほか，生産され
たヒトエグサを乾燥品以外の冷凍品及び佃煮等の加工品試作も実施する。

【普及の内容・特徴】
今回は，一昨年，採苗時期が遅れて実施出来なかったヒトエグサ地種子採苗試験を

主に実施するが，採苗場所を２カ所に分けて，採苗比較試験とする。
また，徳之島から種子網も購入し，地種子採苗網との生長試験も併せて実施する。
さらに，ヒトエグサの摘採回数についても，試験養殖期間中，何回摘採が可能か，

また，ヒトエグサ１網からどの程度摘採可能かについても調査を実施する。
最終的には，摘採されたヒトエグサについては，乾燥品，冷凍品のほか佃煮等の加

工品試作まで実施する。
………採苗時期，採苗場所，採苗水深等について調査１ 地種子採苗試験
………徳之島購入網との生長比較２ 生 長 比 較 試 験
………期間中，１網からの摘採回数・数量等について調査３ 摘 採 回 数 試 験
………乾燥品，冷凍品，加工品(佃煮等)４ 加 工 試 験

【成果・活用】
１ 地種子採苗試験

２カ所に分けて10月から地種子採苗試験を実施したが，約２ヶ月後の11月下旬に
は，ヒトエグサの付着が肉眼で観察されたが，１カ所は採苗場所を途中で変更した
ため，種子付き状態が悪かった。

その後，１月には，徳之島購入網は摘採可能な状態まで生長していたが，地元採
苗網は摘採までには至らず，摘採は２月にズレ込んだ。

地種子採苗網は，摘採時期が徳之島購入網と比較して約１ヶ月遅れたこと及び種
子の付き具合にムラがあったこと等を考慮すると，地種子採苗時期が若干遅れたと
推測されることから，今後，採苗する際は，９月からの採苗が適していると思料さ
れる。

２ 加 工 試 験
摘採後，洗浄し，異物等を除去し，軽く水分を取り除いた状態での冷凍品を主に

試作し，地元イベントでのお土産品として配布し，批評いただいたが，好評であっ
た。また，佃煮加工品については，試作指導を行い，かなり完成度の高い加工品が
仕上がった。

３ 漁業体験型ブル－ツ－リズム
奄美大島本島で実施しているキハダ竿釣・捌き・節削り体験及びクロマグロ給餌

体験に続く漁業体験型ブル－ツ－リズムとして，今後，１～３月限定のヒトエグサ
摘み体験をジャガイモ掘り体験と組合せ実施していく予定である。
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